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12月

やっと、お友達になれたのに
月 14 日、大木戸不節fi青所の閉所式が午前10時から行われました．式のあとお

わかれ会か行われ．劇や遊戯．合奏などをして楽しいひとときを過ごしました．
この日は、町内jlヶ所の季節保青所閑所式か一斉に行われ．粢年の ４月までちｌ

つぴ･j寂しい、お友速とのおわかれになりました．



豊かで住みよい
活力ある町づくりを

目指して

任
期
満
了
に
伴
う
国
見
町
長
選

挙
は

、
十
一
月

八
日
告
示
さ

れ

、
冨

永
武
央

・

佐
藤
善

右

工
門
の

両

氏
が
立
候
補

し
、
十

一
月
十
三
日
午
前
七
時
か
ら
町
内
五
ケ

所
で
投

票
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

即
日
開
票
の
結
果
、
冨
永
氏
が
四
千

七
百
三

十
七
粟
、
佐
藤

氏
が
三
千

六
百
五
十
七
票
で
、
。冨
永
氏
が
初
当

選
し
ま

し
た
。

冨
永
町
長

は
、
十
四
日
に

役
場
会
議
室
で
当
選
証
書
を
受
け
、

二

十
八
日

に
初
登
庁
し
ま
し
た
。

冨
永

町
長
は
町

民
の

期
待
を
担
っ
て
、
こ
れ
か
ら
四
年
間
、

町
の
最
高
責
任
者
と
し
て
新
し
い
町
づ
く
り
を
推
し
進
め
ま
す
。

就
任
あ
い
さ
つ

国
見
町
長
　
冨
永
武
夫

こ
の
た
び
、
町
民
の
皆
像
の
付
託
を

受
け
て
町
政
を
担
当
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
力
強
い
御
支
援
を
暘
り

ま
し
た
町
民
各
位
に
対
し
、
深
く
感

謝
を
巾
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
今
回
の
選
挙
の
庇
礼
を
受
け

る
立
場
で
町
民
の
皆
様
に
直
接
触
れ

へ
口
い
、
生
の
声
を
聞

い
て
改
め
て
政

柚
を
志
す
む
の
の
自
覚
と
、
皆
き
λ
か

阿
を
求
め
て

い
る
か
を
身
に
喚
み
て

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
る
と
と
も
に
、
町

長
の
費
腸
の
重
大
さ
を
痛
感
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

二
十
一
世
紀
に
向
つ
で

私
は
選
挙
を
通
じ
て
、
住
民
本
位

の
民
主
的
な
膚
に
触
れ
合
う
政
治
を

基
本
に
し
て
、
岬
か
し

い
二
十
一
世

紀
に
向
っ
て
「
豊
か
で
、
住
み
よ
い
、

活
力
あ
ふ
れ
る
ふ
る
里
づ
く
り
」
を

訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め

に
は
町
民
の
皆
様
と
の
対
話
を
通
じ

て
、
常
に
町
民
の
皆
様
方
の
立
場
に
立

ち
’

と
も
に
歩
む
姿
勢
で
町
民
の
総

意
を
反
映
し
た
行
政
を
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町
民
総
参
加
の
町

政
を

国
見
町
は
、
古
い
歴
史
と
伝
統
を

も
ち
、
良
好
な
自
然
環
境
と
地
理
的

条
件
、
し
か
も
交

通
の

便
に
は
た

い
へ
ん
恵
ま
れ
て
お
り
ま
す
．
こ

の
町
条
什
を
活
か
し
．
若
年
層
の
定

着
を
閥
る
た
め
の
艇
良
企
業
の
誘
致

と
既
存
企
業
の
青
成
等
を
は
じ
め
、
豊

か
な
居
仕
環
境
の
整
備
、
商
齢
化
吐

会
の
対
心
、
教
育
の
充
実
と
未
家
を

担
う
人
づ
く
り
．
そ
し
て
町
民
総
参

加
の
町
政
と
効
率
的
な
行
財
政
の
迎

営
節
に
つ
い
て
、
選
挙
公
約
で
申
し

上
げ
ま
し
た
が
．
力
い
っ
ぱ
い
頑
張

り

て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
様
の
御
指
導
、
御
協
力
を

切
に
お
願
い
申
し
Ｌ

げ
る
次
第
で
あ

り
ま
ず

町
氏
の
皆
様
の
御
勉
勝
、
御
発
艇

を
心
か
・
ｈ
御
听
念
い
た
し
ま
し
て
ご

あ
い
さ
っ
と
い
た
し
ま
す
．

▲町長に就任した富永武夫氏

Ａ支持者や町職員が迎 える中､初登庁する新町萇



財 政 公 表

一般会計は8 億7,371万円の支出

～63年度上半期の財政状況 ～

今
年
度
上
半
期
（
四
月
か
ら
九
月

ま
で
）
の
、
各
会
計
の
財
政
状
況
を

公
表
し
ま
す
。

つ
ま
り
、
町
財
政
の
収
入
と
支
出

に
つ
い
て
、
九
月
三
十
日
現
在
の
中

間
報
告
と
も
い
え
る
も
の
で
す
。

こ
の
公
表
は
。
町
条
例
の
規
定
に

よ
っ
て
行
４
ｆ
も
の
で
。
詳
し
く
知
り

た
い
人
は
、
肴
場
総
務
諜
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

一
　

般
　

会
　

計
　

の
　

執
　

行
　

状
　

況

〈歳 入〉

区　　　　　 分　　　予算額 綱) 収人溺頷( 円) 執行牢ｓ

町　　　　　　 梗　　635,164,0仭　385,143.667　60.61

地　 方　雄　 与　梗　　55,0 叩,0叩　　 】2 滝 ,　23  ｣ 5
刊 子 創 文 付 全　　4.  .　　　4  四 .　11.31

娯綮施設刊用税文付金　　　75e,0(x1　　　　0　　 一

自動 車 取 得 交付全　　.32.　　 に .94･0.67

地　 方　文　付　税　ｰ  ﾕ 日 .6】2.0(x)　863,215,0《x)74.18

文遍安全対麗特洌交什金　　　2.  繝 . 网　2  行 , 网

分 担 金及 び 文付金　　.2  .　　5,060.0(1　3).17

使 用 科晟 ぴ 手教科　　z7,691,【xx1　　14.739,9匐　53.

国　庫　 支　出　金　　12  ･　　13.･26,0(x3　21.

累　 支　 出　 金　　.12L  网　　 靆 eo. 0　10.53

尉　 産　 取　 入　　　.0 《x)　5.  町 3.2 社　361.97

寄　　　附　　　 倉　　2s,001,0《x)　10,000.0叩　40.8

纖　　　 入　　　金　　 乢 253.0《x)　　　　0　　 －

艚　　　 越　　　金　　2 ｕ94,a(x)　21,094.966　0.8

濾　　　収　　　 入　　.  3.0叩　　2.9  .　44.

町　　　　　　 傭　　.78.0 叩　　　　{}　 一

合 ，　 計　　　2.392.788.0{x}l.368.092.9z7　57.18

〈燉 出〉

区　 分　　 予算頷(円) 支出涜顱(円) 執行串96

羂　 会　費　　 石 .4 《1　.  知 .6 望　45.

総　攜　1　　7.5  .　ｰ  .524 , 7　39.

民　 生　費　　179,s73.0匐　67.･88.696　37.

衛　 生　費　　.3  . 咽　 報 .33L　30.04

曩林水蟶劃1　　2  .9 .0《1　ﾕ  . 部 1　.63

商　I　 ¶1　　18,32s,000　11,738.360　80.41

土　木　費　　4  .008 ､ 网　 銘,717,939　20.23

涓　 防　l　　ｰ  .3 花 .　73  靆 %. 262　67.Ｍ

絏　育　11　　348.221.000　  0. .3　18.97

裳害偈11]費　　　　1.000　　　　0　　 －
公　ａ　 憫　　210.957,0帥　】.  4.8　48.  訂

齧 支 出 金　　34.000,0(x)　　　0　　 －
f　 儷　Ｉ　　　5.  .  闕　　　　 ０　　 －

合　jf　　2.392.788.000　813. 3.1　36.  引

地
　

方
　

偵
　

の
　

状
　

況

区　 分　　　 現在高 明)

１　　　 冰　　　5  ? 3 ､ 3

歓　　　青　　　728,2 卯,873

公 営 住 宅　　　39,1 】33

兄 童 福 祉　　　2,271,881

農 林 土 木　　　4.167,064
社 会 欄 祉　　　3.  剽 2. 2

保 健 体 育　　　 Ⅲ.7  .7

興 客 佃 諂　　　le5,624.z39

そ　の　他　　　125,158,859
針　　　　 靆 .05･

町

税

の

収

入

状

況

区　　 分　　　 予算謝 円】　　　 収入涜饋（円）　　 幀行率ｓ
II　 民　 税　　262.337,000　　　1z3.･8.3　　　　41.

膕 定 資 産 税　　2  . 蠏 .　　　2 （x7,744,1a3　　　　12. 四

僅 自 勦 皐 税　　　 加.743,000　　　1）.5】0.300　　 】01.14
たぱこ消費税　　　48.9加,0a3　　　27､6  .49】　　　s6.58

電　 気　 税　　　 新 .1 . 网　　　 ）･.5 . 9　　　　56.１

木 材 引 取 税　　　　　1,0a ）　　　　　　o　　　　　 一

符別土地保有税　　　　　1,0a ）　　　　22s,4勍　　.  材 0.00

針　　　　　6  ﾕ  .　　　385. ）43,667　　　　60.64

国昃健康保饋稷　　32s. 銘2,a勍　　　Is8,995,34a　　　　48.9】

特

別

会

計

の

似

行

状

況

会　 叶　 名 � 予算額（円） � 収入濆額（円）　 ：　執行車％ � 支出済顔（円）　 ：　執行崋％

國民健 康 保 険特別会計 �659 068 000 �291 958 585　　 ’ 44 籌 �2  四 靆　　:　.  76

老人俣健特別会計 �457 499 000 �229 829 598　　:　50 Z4 �2  .142 , 0 �45.

椙水対置施設待別会計 �34 227 0(X) �23 4  . ⅱ 0　　・　68 39 �14  4 .3　　 ・　42.  的

貝田箘昜水違特別会計 �.19 Z35 (XX) �6 532 465　 、1　33. �4.8  ゞ ･589 �25.

育英事裏特別会計 �5 111 0(X) �2 61Z 7 恥　　:　5 】12 �9　　 ；　37.

入山財産区特別会針 �5 488 000 �4 328 602　　 ・　78 87 �3.5  .4　　:　.  77

薑田財産区特別会叶 �4 865. �251 789　　:　　5 18 �ｰ  .6 加　:　　2.58

大木戸財摩区特別会計 �●.　　　　ｰ  い �346 65S　　 ・　llZ S5 �40.  幻 0　　・　13.06

公共下水道特別会計 �,76 2  四 . 网 �21 268 97S　 ‘　27 匐 �10,750,079　　:　14.10

宮繪住宅団地特別会叶 �.　 ゛38 893 0《X) �26 444 857　　 ；　67 99 � ｏ　　；　　　－

計　　　 、� し 38.9 0(X) �606 979 356　　 ’ 4  丘 �47a｡1  .293　　:　36. ！



昭
和
六
十
四
年
度

就
学
予
定
者

昭
和
五
十
七
年
四
月
二
日
～

昭
和
五
十

八
年
四
月
一
日

生
ま
れ
の
方

来
春
小
学
校
に
入
学
さ
れ
る
百
五

十
六
名
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

健
康
に
十
分
注
意
し
て
、
入
学
式

に
は
、
皆
さ
ん
そ
ろ
っ
て
元
気
な
顏

を
見
せ
て
く
だ
さ
い
。

記
載
も
れ
や
誤
字
な
ど
が
ゐ
り
ま

し
た
ら
町
教
育
委
員
会
ま
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

（
Ｓ
八
五
１
二
一
一
一
、
内
線
二
一

一
　
有
線
四
一
七

こ

（
敬
称

略
）

「
」
藤
田
小
学
校
7
3
名
（

男
3
3、
女
4
0
）

後

一

勝

之

鈴

木

拓

統

齋

藤

秀

明

末

永

隆

幸

佐

藤

喜

幸

太
　
田

鮭
　
一

斎

藤

蛻

朗

滝

川

友

彦

鈴

木

修
　
一

鳳

城

憲

一

後

藤

利

之

鴨

田

雄

太

渡

邊
　
　

幸

佐

藤
　
　

敦

大

槻

健
太
郎

立

石

険
一
郎

商

橋

浩
　
一

神

田

和

明

羽

根

善

之

佐

藤

征

人

佐

藤

辰

徳

後

藤
　
　

豊

古

田

武

史

齋

雌

伸

次

武

田
　
　

聡

伊

東

宏

明

佐

藤

哲

也

後

藤

治

忠

奥

山

良
珠
美

一
　
條

美
由
紀

佐
々
木

敦

子

商

檎

恵
災
子

佐

藤

恵

子

黒

田

絵

梨

冨

田

景

子

本

間

明

災

佐

藤

明

子

寺

鳥
　
　

稍

吉

田

頭
希
子

後

藤

山
里
子

閥

田

美

幸

國

井

真
由
叉

高

橋

智

子

拏

澤

真

希

奥

山

順

子
羽

賀

千

乱

曳

地
　
　

唸

國

分

達

也

占

田

哲

也

高

価
　
　

司

佐
々
木
　
　

亮

占

川

奈
津
笂

古

川

笂

再

東
海
林

鵬

’ｒ

波

辺

珠

里

仲

野

絵
理
Ｆ

小

池

末

輩

商

擒
　
め
ぐ
み

佐

・
矇

香

織

後

藤

理

恵

肝

山

明

菜

大

竹

余
冷
子

鈴

木

麻
衣
子

梅

月

智

ｆ

緑

上

幸

恵

市

川

裕

子

松

浦

絵

黽

商

橘

山

佳

‐
八

鳥

眺

江

四

家
　
　

恵

安
孫
子
　
　

望
’

齊

藤

和
歌
１

占

兒
　
　

纃

口

小
坂
小
学
校
５
名
（

男
９

、
女
６
）

新

＆

裕

樹

佐

簾

信

砲

？
　
Ⅲ

帥

之

武
　
Ⅲ

人

輔

高

橋

篤

史

渡

邉

付
希
ｆ

熊

坂

山

香

食

藤

幸

忠

菅

野

貞

人

竹

野

寛

商

鵬

橋

夊
　

．

照
　
附
　
　

畔

佐

藤

川

＆

女
係
子

ま
ゆ
み

高

橋

悦

７‐

口

森
江
野
小
学
校
3
1
名
（

劈
2
0、
女
Ｈ
）

佐
久
間

智

史

陀
久
間

修

司

実

沢

扣

か

熊

川

基

志

巾

川

大

輔

松

浦

史

和

菊

地

雅

史

小

野

裕

介

齊

藤

呪

樹

武
　
Ⅲ
　
　

黴

夲

多

伸

行

佐

藤

淳
　

．

慨

藤

Ｗ

硲

佐

藤

伸

二

佐
久
問

義

Ｗ

略

‐江

孝

行

寺

島

人

介

八

き

純
　

．

八

巻
　
　

大

八

巻

恵

理

片

藤
　
　

望

荊

地

美

佳

徳

江

加
奈
子

紬
　
口

山
笑
子

吉

川

正
　
子

菊

地
　
　

保

菊

地

亜
由
美

菊

地

美

穂

古

旧

美

幸

佐

野

奈
濘
爽

佐

藤
　
い
ず
み

口
大
木
戸
小
学
校
2
2
名
（
男
１１
、
女
Ｈ
）

縊

澤

孝

哈

佐

藤

伸

洋

応

鴎

寛

樹

渡

郎

純
　
一

大
河
原
　
　

等

鈴

木

祐

太

志

付
　
　

舞

渋

谷

笑
恵
子

関
　
　

亜
希
ｆ

荒

川

梨

沙

艮
谷
川

眸

子

半

澤

祐

介

後

藤

和

也

佐

藤

翊

吾

松

浦

康

隆

酒

拌
　
　

透

渋

谷

明

笑

松

浦

久
笑
子

松

浦

陽

子

商

村

恵

理

松

浦

久

芙

暖

阪

光

香

「
」
大
技
小
学
校
1
5
名
（

男
８
、
女
７
）

歟

藤

ｉ

か

鈴

木
　
　

剛

鈴

木

常

£

鈴

木

利

油

斎

騰

葉

子

亟

ｆ

災

心

鈴

木

直

叉

鈴

木

育

’ｒ

井

上

秀

幸

鈴

木

伸

也

鈴

木
　
　

光

齊

藤
　
　

亨

迎

藤

八
千
花

片

藤

美

緒

亀

岡

玲

余

引っぱり凧

「
あ
っ
ち
か
ら
も
、
こ
っ

ち
か
ら
も
、
引
っ
ぱ
り
凧
の

人
気
者
」
な
ど
と
い
う
「
引

っ
ぱ
り
凧
」
は
、
方
々
か
ら

強
く
嬰
望
さ
れ
る
状
態
を
、

凧
あ
げ
で
争
っ
て
糸
を
引
っ

ぱ
る
さ
ま
に
た
と
え
て
い
っ

た
表
現
で
す
。

『
お
正
月
に
は
凧
あ
げ
て
、
独
楽

を
ま
わ
し
て
遊
び
ま
し
よ
』
は
、
唱

歌
「
お
正
月
」
の
一
節
で
す
が
。
新

年
の
凧
あ
げ
風
景
も
、
都
会
で
は
あ

ま
り
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

細
い
竹
の
骨
に
紙
を
は
っ

て
糸
を
つ
け
た
凧
を
引
つ
ぱ

る
と
、
風
力
で
空
高
く
あ
が

り
ま
す
が
、
安
定
を
は
か
る

た
め
に
は
長
い
し
っ
ぼ
が
必

要
で
す
。

狎

の
格
好

が
八
本

の
腕
（
足

）
を

持

つ
蛸

に
似
て

い
る

と
こ
ろ

か
ら
「

た

こ
」

と
い

う
名
が
付

い
た

と
さ
れ

て

い

ま
す
。
『
い
か
』
、
「
い

か
の

ぽ
り
」

と

い
う
地

方
が
あ

る
の
も
、

形

が
十

本
足

の
鼾

卿
に
見
え

た
た

め
で
し

よ

同

じ

『
引

っ
ぱ
り

だ
こ

』
で

も
。

「
引

っ
ぱ

り
峭
」

は
手
足

を
ひ

ろ
げ

７

作
６

蜻
如
沛

勧
の
姿

″
ら
、

江
戸

時

代
に

は
磔
の
刑

の
俗

称
と
し

て
使

わ
れ
ま
し

た
。

「
引

っ

ぱ
り
凧

」

と

違

っ
て
、

こ
の

「
引
っ

ぱ
り

蜻
」
は

う
れ
し

く
あ
り

ま
せ
ん

。



お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

～

納
税
功
労
衣
彰
～

昭
和
六
十
三
年
度
納
税
功
労
者
の

表
彰
式
が
、
去
る
十
一
月
十
一
日
、

福
島
市
市
民
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

国
見
町
か
ら
は
次
の
四
名
の
方
か

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
受
賞
の
栄
誉
を
た
た
え
。
艮

年
の
ご
労
苦
に
対
し
深
く
感
謝
い
た

し
ま
す
。
　
　
　

（
敬
称
略
）

◇
福
鳥
税
務
署
長
表
彰
（
納
税
功
労

者
）

○
本
田
　
吉
助
　
（
本
町
）

○
佐
久
間
正
寛
　
（
第
十
二
）本　田　 吉　 助さん佐久間　 正寛さん

◇
同
｛
優
良
青
色
申
告
者
表
敬
状
受

賞
者
｝

○
佐
久
間

僂
　
（
第
十
二
）

んさ信閥久佐

◇
福
島
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

長
表
彰

○
菅
野
　
正
也
　
（
板
橋
）

んさ也正野菅

献
血
に
7
4
名
が
協
力

十
一
月
二
十
二
口
．
県
の
移
動
採

血
車
が
来
町
し
ま
し
た
．
今
回
は
国

見
製
菓
的
を
は
じ
め
、
町
内
四
ヶ
所

で
献
血
活
動
を
行
い
、
7
4名
（
中
し

込
み
者
は
1
0
9
名
）
の
か
た
が
た
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
．

献
血
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

（

順

不

同

・

敏

称

略

．）

・

印

の

方

は

四

〇

〇

に
協

力

者

で

す
・

《
一
般
協
力
》

斎

藤
　

正
一
若

林

利

子

佐

久

間

ヒ

ロ

イ

參
　

剛

ふ

さ

子

姦

藤

山

災

子

八

鳥

公
　

一

商

鳴
　
　

力

・
稲

村

吉

晴

斎

藤
　

正

範

遠

藤

義

夫

遠

藤
　

マ

ツ

エ

ハ

鳥
　
　

宏

阿

部
　
　

岬

松

浦

定

子

へ
国

見

タ

イ

ツ

》

佐

藤

邦

子

阿

部

君

子

村

木

公
　

子

（

国

見

製

菓

》

彦

坂

幸

忠

攸

祕

多

喜

子

彦

坂

勝

利

渡

郎
　

ヨ

ン

エ

ハ
　

励

正

則

内

村

喜

笑

子

・
本

間

敏

火

（

東

京

エ

ン

ゼ

ル

ー

大

関

正

子

（

生

協

国

見

店
ｙ

・
松

浦

雅

孝

矢

吹
　
　

正

・

礦

本

富

寿

男

・

斎

藤

真

義

《
一

見

町

農

協

》

星

野

美

和

小

西

邦

子

・
松

浦

光

男

松

浦
　
　

毅

商

鳴

秋

子

・
豊

田
　
　

逆

斎

藤

福

子

佐

藤

光

信

竹

川

み
つ
子

後

藤

せ
き
子

・
阿

郎

洋
　

‐
｡
。

松

浦

祐

子

秡

沢

忠

ぷ

永

野

治

子

市

山
　
ふ
匕
子

’菊

地
　
ミ
　
ワ

ー
後

藤

順

子

ｉ

田

笑

子

一
村

上

み
ち
よ

一
若

生

春

災

一・
占

内

宜

剛

一
半

沢

智
賀
子

後

藤

キ
　
ョ

本

間
　
　

榔

・
佐

藤

公

男

《

鬼

わ

さ

び

本

舗

》

占

山
　
　

隆

鈴

木

喜
久
雄

・
鈴

木

義

夫

・
鳥

貫

芳

宏

菅

野

洋

子

佐

藤
　
一
　
男

菊

池

孝

子

（
名
餓
レ
ス
ト
ラ

ン
》

・
遠

藤
　
一
　
夫

笠

松

勝

善

（
商
工
会
》

・
や

沢
　
　

豊

大

森

忠
治
郎

松

浦
　
シ
ゲ
子

遠

藤

ヤ
イ
子

《
役
場
》

松

浦

郁

子

小

西

春

彦

鎚

水

正

番

穐

月

辰

也

阿

部

邦

雄

佐

藤
　
　

孝

ひ
と
こ
と

献
血
す
る
の
は
今
回
で
二
回
目
で

す
。
全
然
痛
み
も
感
じ
な
い
し
。
血

液
検
査
や
血
圧
測
定
も
あ
り
、
自
分

の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
意
味

で
も
、
こ
れ
か
ら
も
で
き
る
だ
け
協

力
し
ま
す
。

村上 みちよ さん

(国見製菓)

今
日
は
体
調
も
良
い
の
で
四
〇
〇

に
献
血
し
ま
し
た
。
前
回
（
七
月
）

も
四
〇
〇
に
献
血
し
ま
し
た
が
、
二

○
○

に
と
変
わ
り
な
い
で
す
ね
。
私

の
血
液
を
必
要
と
し
て
い
る
多
く
の

人
の
た
め
に
、
今
後
も
協
力
し
ま
す
。

阿　 部　洋　 一 さん

日
本
赤
十
字
社
か
ら

銀
色
有
功
章

三
十
回
以
上
の
献
血
者
な
ど
に
贈

ら
れ
る
銀
色
有
功
章
が
、
次
の
。二
名

の
方
に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

大森 忠 治郎さん半沢　　豊 さん鑓水　正春さん



交
通
事
故
撲
滅
を
誓
う

～
桑
折
・
国
見

交
通
安
全
町
民
大
会
～

昭

和
六

十
三
年
度

の
桑

折
町

・
国

見
町

交
通

安
全
町

民
大
会

は
、

十
二

月
三

日
、
午

後

一
時
三

十
分
か

ら
桑

折

町
福
祉

セ
ン

タ
ー
に

お

い
て

、
両

町

の
交
通

安
全

推
逃
団

体
の
関

係
者

約
一
二
百
名

が
出

席
し
開

か
れ
ま

し
た
．

大
会
長

の
菊

田
芳
衛

桑
折
町

長

が

『
交
通

安
全
の

重
要
性

を
認
識

し
、

悲

惨
な
交

通
事

故
を
絶

滅
し
て

、
明

る
く
住
み

よ

い
町
づ
ぐ

り
を

し
ま
し

ょ
う
』

と
式
辞

．

続

い
て

小

学
生
．
婦

人
、

高
齢
者

の
立
場

か
ら
交

通

事
故
防

止
へ
の
提

一百
が
あ

り
、

高
齢
者

の
立
場

で
、

町

ジ
ル

バ
’
‘
交

通
安

全
推
進

隊
の
斎
藤

正

美
さ

ん
か

発
表
を

行

い
、
推
進

隊

の
活
動

報
件

と

『
交

通
安

全
の
意
畿

の
商
揚
の
た
め
、
余
力
を
も
っ
て
地

域
阯
会
に
参
仕
し
ま
す
Ｊ

と
訴
え
た
．

駁
後
に
［
安
全
で
快
適
な
交
通
社

会
の
実
現
の
た
め
．
両
町
民
の
総
力

を
結
集
し
交
通
事
故
防
止
に
ま
い
辿

す
る
］
と
人
会
竃
言
を
満
場
一
致
で

採
択
し
て
参
加
者
全
員
で
誓

い
合
い

ま
し
た
．

席
上
、
女
通
安
全
功
労
者
に
対
し

て
表
彰
か
行
わ
れ
、
当
町
か
ら
は
次

の
か
た
が
た
か
受
賞
さ
れ
ま
し
た
．

◆
大
会
艮
、
桑
折
警
察
署
艮
表
彰

○
交
通
安
全
功
労
者
（
敬
称
略
）

吉
田

喜
一
こ
（
藤
田
）

児
島
　
明
男
（
人
木
戸
）

（
）
父
辿
安
全
優
良
校

小
坂
小
学
校

酒
飲
み
運
転
の

徹
底
追
放
！

年
末
年
始
の
交
通
串
故
防
止
県
民

総
ぐ
る
み
運
助
は
、
十
二
月
十
日
か

ら
来
年
一
月
九
日
ま
で
の
一
ヶ
月
間

行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
時
期
は
、
交
通
の
混
雑
。
早

い
日
没
、
積
雪
、
凍
結
等
道
路
交
通

環
境
が
悪
ぐ
な
り
ま
す
。
又
、
忘
年

会
、
新
年
会
な
ど
酒
を
飲
む
機
会
も

増
え
ま
す
。
運
転
者
に
と

。
て
最
も

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
で

す
。今

年
の
交
通
事
故
状
況
を
み
て
み

る
と
発
生
件
数
、
死
傷
者
数
と
む

い

づ
れ
も
増
加
、
死
者
数
で
は
桑
折
署

管
内
で
も
五
名
と
昨
年
に
比

ベ
ー
人

増
、
県
全
体
で
も
十
数
乍
ぷ
り
に
二

百
人
を
突
破
す
る
見
込
み
で
、
最
悪

の
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
特
徴
を
み
る
と
、
若
者
の
無

謀
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
か
多
発
し

て

い
る
こ
と
、
信
号
無
視
な
ど
の
悪

質
違
反
に
よ
る
｀
″
故
の
増
加
、
高
齢

者
の
事
故
か
棚
変
ら
ず
多
い
こ
と
な

ど
か
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
文
通
ル
ー

ル
の
徹
底
と
交
通
マ
ナ
ー
の
普
及
、

実
践
を
目
的
に
県
民
運
動
か
展
開
さ

れ
ま
す
。

明
る
い
年
末
年
始
を
過

ご
す
た
め

に
も
各
家
庭
、
職
搬
な
ど
で
交
通
事

故
防
止
に
つ
い
て
次
の
点
で
よ
く
話

し
（
口
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

①
家
庭
、
職
場
か
ら
酒
飲
み
運

転
を
出
さ
な

い
。

②
積
雪
、
凍
結
時
に
は
女
令
運

転
の
た
め
、
時
間
に
卜
分
な
余

裕
を
み
て
迎
転
し
ま
し
ょ
う
。

③
薄
暮
時
に
自
転
車
で
帰
宅
す

る
み
な
さ
ん
は
、
自
分
の
存
在

を
知
ら
せ
る
た
め
に
も
必
ず
ラ

イ
ト
を
つ
け
て
乖
り
ま
し
ょ
う
。

④
車
に
東
（

た
と
き
は
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
締
め
ま
し
ょ
う
。。

Ａ多くの町民が参加した文通安全大会

冬
道
・
新
時
代
の
先
駆
者

ス

タ
ッ

ド
レ

ス
タ

イ
ヤ

”粉

じ
ん

”
で

主
役

交
代

毎
年
冬
期
間
に
な
る
と
問
題
に
さ

れ
る
の
か
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に
よ
っ

て
削
ら
れ
た
道
路
粉
じ
ん
．
き
れ
い

な
空
気
か
汚
さ
れ
、
通
路
周
辺
で
は

ま
る
で
末
舗
装
の
道
路
に
お
い
て
砂

ぼ
こ
り
か
立
っ
て
い
る
よ
う
な
状
態

に
な
Ｉ１
て
い
ま
す
．
環
境
の
悪
化
と

と
も
に
懸
念
さ
れ
る
の
か
交
通
安
全

上
の
問
暫
で
す
．
道
路
標
示
か
消
さ

れ
て
し
ま
い
、
ひ
ど
い
所
で
は
道
路

か
削
り
と
ら
れ
て
わ
だ
ち
の
よ
う
に

な
り
自
動
車
は
も
ち
ろ
ん
、
自
転
車

な
ど
の
通
行
に
も
危
険
な
状
懇
と
な
り

ま
す
．
そ
し
て
．
毎
年
春
に
は
ペ
イ

ン
ト
を
し
直
す
な
ど
、
大
き
な
杜
会

川
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
．

何
よ
り
心
配
さ
れ
る
の
は
粉
じ
λ

の
人
体
へ
の
彫
響
『
．
粉
じ
ん
の
肺
へ

の
沈
着
な
ど
か
見
ら
れ
、
軽
度
で
は

あ
れ
体
に
は
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
．

町
全
体
が
く
す
ん
で
し
ま
う
ほ
ど
の

粉
じ
ん
の
中
４
ｙ
歩
く
人
か
健
康
へ
の

影
響
を
懸
念
す
る
の
も
無
理
の
な

い

こ
と
で
す
．

脱
ス
パ
イ
ク
で

き
れ
い
な
空
を
！

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
は
昭
和
三
十
八

年
に
発
売
さ
れ
て
以
来
、
マ
イ
カ
ー

の
普
及
等
に
よ
り
ほ
と
ん
ど
の
車
が

装
着
し
て

い
ま
す
。
一
方
、
こ
う
し

た
中
で

’
脱
ス
パ
イ
ク
』
の
機
運
が

高
ま
っ
て
お
り
。
昭
和
六
十
六
年
四

月
か
ら
は
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
販

売
中
止
か
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
替
わ
る
も
の
と
し
て
冬
期
間
の

安
全
走
行
を
可
能
に
し
ス
パ
イ
ク
タ

イ
ヤ
に
近
い
制
動
力
を
兇
揮
す
る
の

が
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
な
の
で
す
。

モ
ニ
タ
ー
調
責
に
お
い
て
も
別
裏
の

よ
う
に
『
静
か
で
快
適
』
『
思
っ
た

よ
り
性
能
か
よ
い
‘
な
ど
の
高
い
評

価
を
得
て

い
ま
す
。
道
路
粉
じ
ん
を

少
な
く
す
る
た
め
に
も
今
冬
、
ス
タ

ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
着
用
を
心
掛
け

た
い
も
の
で
す
。

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
評
価

（
昭

和
六
十

二
年

度

）

＊
注
意

Ｌ
－

圧
雪

路
　

…

…
凍
結

路

2
.

数
字
は
「

普
通

」以

上
の

評
価

を

し
た
き

の
割
合

で
あ

る
（
％

）
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国見の一里塚

菊　池　利　雄
Ａ薛田一重爆跡航空写真（江戸より７５里）

江

戸
時

代
、

全
国
の
主

要
街

道
に

は

一
里
塚

の
股
置

が
み

ら
れ

。
こ
れ

を

近
世
の

初

め
に
描
か

れ
た

。

『
米

沢
庸
国

絵
図
』
£
一一一
）

で
国

見
町

に

つ

い
て
み

れ
ば
、

奥
州

道
中

・
羽
州

街
道

お
よ

び
貝
田

宿
よ
り

分
岐

す
る

梁
川

道
沿

い
に
そ

の
分

布
が
み

ら
れ

る
Ｏ

奥

道
中

一
仙
ｌ
｀
４

自
″
告

鴫ｇ

攣
　

州
　
　

（
よ
り
心
＆

羣
嗷
゛
３

に

。一

の

一
里
塚

は
。
慶

長
九
年

（
一
六
〇

四

）
に
将

軍
徳
川

秀
忠

か

『
諸

街
道

二
一
里

塚
つ
き
申
可

』
旨

の
指

令
に

基

づ
き
築

か
れ

た
も
の
で

、

こ
れ
を

当
時

上

杉
景

腑
領

で
あ

り
た
当

地
に

つ

い
て

み
れ
ば
、

『
慶

長
九
年

二
月

諸

国
二
里

喉
（

）
里
塚
）

立
、

三
月

四

口‥【
秀
忠

公
ノ
命

ナ
リ

、
東
海

道
及

越
後

・

奥
州

の
海
（
倒

）
道

二
築
キ

ア

ル
（

。
五

月
下
旬

落
成

ス
、
此

節
米

沢

）
　・

　
羅
　
齟
　
に
　
屮

ヲ

立
」
（
酊
硅

り
ょ

と

あ
り

。
江
戸

日

本
橋
を
基

点

に
。
三

十
六
町
｛
偏

桷

び

。
｝
を

一
璽
｛
擂

ａ

ｉ

に
ぎ

主

要
な
街

遭
の
両

側
に

築
か

れ
、
塚

に
は
榎

な
ど
か
植
え
ら
れ
て

い
た
。
旅

人
は
こ
の
一
里
塚
を
見
て
目
的
地

ま
で

の

道
の

り
の
日

や
す
と

し
た

り
、
運

賃

を
算
定
す

る

際
の
基
準

と
し

て
使

わ

れ
て

い
た
。

県
内
で

現
存
す

る
代

表

的
な

一
里
塚

と
し

て
は
、

国
史
跡

の

須
賀
川

一
里

塚

が
あ
る

が
、
多

く

は
廃
壊
し

て
原

形
が

失
わ

れ
た
も
の

が
多

い
。
国
見

の

一
里
塚

も
現
存

す

る
も
の

は
な

い
が
、

明
治
九

年

二

八

七
六

）
の
地

租
改
正

時

に
作
成

さ

れ
た
地

禎
図

一
丈
量

帳
や

近
世
の
村

絵

図

に
よ

っ
て
、

か
っ
て

の
所
在

位

置
を
検

討
し

て
み
よ

う
。

藤

田

の
一
里

塚
は

『
藤

田
村

地
籍

図
』
鼎

缸

呱

‘
）
に
よ
ａ

ａ

、
瀧

川
よ

り
藤

田
宿
寄

り
約

八
〇
ａ

の
天

王
畑
壱

。
四

二
番

。
と
滝
川

四
、

二

三

番

は

、

旧

国

道

を

隔

て

て

『

明

治

九

年

調

モ

レ

、

一

咀

塚

』

と

あ

り

．

『

丈

最

恨

』

で

は

滝

川

分

の

も

の

は
　

「

一

里

塚

、

長

四

間

、

ヨ

コ

四

問

、

卜

九

歩

」

、

天

王

畑

分

の

方

は

『

畏

六

間

、

ヨ

コ

五

間

四

分

、

壱

畝

二

歩

』
．
図

而

で

は

両

塚

と

も

不

等

辺

多

角

形

状

に

描

か

れ

て

お

り

、

天

王

畑

側

の

一

里

塚

跡

に

は

唯

郎

の

痕

跡

か

わ

ず

か

な

か

ら

も

残

さ

れ

て

い

る

．

員

田

の

一

肌

塚

は

．

元

禄

十

五

年
　

（

一

七

〇

二

）

の

「

伊

達

部

貝

田

村

桧

図

」

写

（
叫
四
一一
一
冠

一
一一
郎

）

に

よ

れ

ば

、

牛

沢

川

の

南

岸

付

近

に

あ

っ

た

貝

田

宿

制

札

場

か

ら

六

丁

二

五

間

半

曹

い

彳

仙

台

領

堺

ま

で

一

丁

五

〇

間

ふ

は

ひ

の

所

に

描

か

れ

て

お

り

ヽ
　

「

貝

ｍ

村

地

儒

図

」

ａ

心
ｆ

及

）

に

は

旧

国

道

を

抉

ん

で

字

松

村

十

一

番

地

と

、

宇

竹

根

二

十

番

地

が

半

円

状

の

図

形

に

捐

か

れ

て

い

る

．

か

つ

て

の

一

里

塚

跡

で

あ

ろ

う

・

し

か

し

、

こ

の

地

は

明

治

二

〇

年

鉄

道

東

北

本

線

の

闘

通

に

伴

い

、

古

い

地

割

は

消

え

失

せ

、

現

在

地

の

確

認

は

困

難

で

あ

る

．羽

州

街

道

小

坂

の

一

里

塚

は

、

小

坡

宿

町

入

口

の

両

側

に

築

か

れ

て

い

゛
｀
゛

小
坂
Ｋ

有
文

洵

ｘ

｛
（

か
綟
村
松
四

）

参

考

文

献

『

岡

見

町

史

』

「

歴

史

の

道

」

報

告

書

「

奥

州

道

中

」

「

羽

州

街

道

」

「

仙

道

及

び

会

津

に

お

け

る

一

里

塚

に

闃

す

る

諸

問

岡

」

安

田

初

雄

国

保
コ
ー
ナ
ー

保
険
証
を
大
切
に
／

刄
近
。
保
険
証
の
再
交
付
を
受
け

る
方
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

再
交
付
を
受
け
る
事
由
は
、
ほ
と

ん
ど
か
、
家
の
中
で
の
し
ま
い
忘
れ

で
す
。

急
病
の
と
き
、
保
険
証
か
す
ぐ
見

つ
か
ら
な
い
と
大
変
で
す
。

保
険
証
は
、
家
族
の
だ
れ
か
使
っ

て
も
、
使
い
終
わ
っ
た
ら
同
じ
場
所

に
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
・

お
酒
と
健
康

年
末

年

始
の

飲
み
す
ぎ
に
注
意

適
一

の
ア
ル
コ
ー
ル
は
、
胃
液
の

分
泌
を
促
進
さ
せ
る
、
血
液
の
循
環

を
よ
く
す
る
．
ス
ト
レ
ス
を
発
散
さ

せ
る
な
ど
の
メ
リ
″
卜
が
あ
り
ま
す
．

と
こ
ろ
が
、
飲
み
す
ぎ
る
と
肝
臓

や
胃
腸
の
障
害
を
招
き
．
高
血
圧
な

ど
を
悪
化
さ
せ
、
さ
ら
に
ア
ル
コ
ー

ル
中
毒
や
酒
乱
な
ど
健
康
生
活
を
破

壊
し
ま
す
．
し
た
が
り
て
健
康
的
な

飲
み
方
の
第
一
は
、
自
分
の
適
量
を

守
る
こ
と
で
す
．

ど
れ
ぐ
ら
い
な
ら
い
い
か

酒
の
最
は
、
一
般
的
に
清
酒
な
ら

二
合
以
内
で
す
か
、
さ
か
ず
き
一
杯

で
酔
う
人
も
お
り
、
個
人
個
人
に
よ

っ
て
だ
い
ぷ
異
な
り
ま
す
か
ら
、
自

分
の
適
量
を
ま
ず
知
る
こ
と
か
肝
心

で
す
．

清
酒
で
一
合
、
ビ
ー
ル
で
大
ピ
ン

ー
本
、
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ら
ダ
ブ
ル
で

一
杯
く
ら
い
、
こ
の
程
度
で
お
さ
え

ら
れ
れ
ば
、
健
康
的
な
飲
酒
量
と
い

え
る
で
し
ょ
う
・

交
通
事
故
に

あ

っ
た

ら

す
ぐ
国
保
へ

国
保
肢
保
険
者
の
皆
さ
ん
．
も
し

万
一
、
不
幸
に
も
交
通
事
故
に
あ
い

ヶ

ガ
を
し
た
場
合
、
被
害
者
の
治
球

費
は
、
原
則
と
し
て
．
加
害
者
か
負

担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．

加
害
者
か
、
す
ぐ
損
審
賠
俄
を
し

て
く
れ
な
い
と
き
は
、
国
保
で
治
療

す
る
こ
と
か
で
き
ま
す
．

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
国

保
で
負
担
す
る
治
療
費
は
、
あ
く
ま

で
も
一
時
の
立
替
え
で
す
か
ら
、
国

保
を
使
う
場
合
は
、
必
ず
岡
保
へ
届

け
出
る
必
要
か
あ
り
ま
す
．

ま
た
、
安
易
な
示
談
は
．
国
保
の

損
火
ば
か
り
で
な
く
．
被
害
者
に
思

い
か
け
な
い
治
殊
費
を
負
わ
せ
る
結

果
と
な
り
ま
す
．

後
遺
症
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
．

示
談
は
慎
重
に
、
町
国
保
係
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
．



自
衛
官
募
集

現
在
、
防
衛
庁
で
は
自
衛
官
・
自

衛
隊
生
徒
を
次
の
要
領
で
募
集
し
て

い
ま
す
。

《
募

集
事

項
》

○
一
般
男
子
自
衛
官

資
格
・

試

験
・

1
8歳
以
上
2
5巌
未
満
男
子

月
～
金
（
祝
祭
日
を
除
く
）

の
毎
日
、
試
験
場
は
自
衛

隊
福
島
募
集
事
務
所
で

○
二
等
陸
・
海
・
空
士

資
格
・

昭

和
6
3年
度
高
等
学
校
卒

業
予
定
者
の
男
子

賢

付

・

『
常

時

○
自
衛
隊
生
徒

資
擠
・
昭
和
6
4
年
４

月
１
日

現
在
、
1
5

歳

以
上
1
7
歳

未
満

の
男

子
で
中

学
卒
業

者

（
見
込

み
の
者

）

受
付

6
3年
1
1月
１
日
か
ら
6
4年

１
月
７
日

※
騨
し
く
は
、
自
衛
隊
福
島
募
集
事

務
所
（
一

三
一
一

五
五
二
九
）
、
ま

た
は
役
場
住
民
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

年
末
年
始
水
道

修
繕
工
事
当
番
表

％恥Ｘ％河％％％％Ｉ％

㈲
国
見
設
翊

岡
見
ガ
ス
住
宅
設
備
㈱

県
北
水
道

高
野
電
気

徳
江
電
気

徳
江
農
機

㈲
国
見
建
工

㈲
後
藤
設
仰

半
沢
水
道
工
楽
所

㈲
斎
久
設
備

㈲
国
見
設
備

国
見
ガ
ス
位
宅
般
備
㈱

魯
8
5三
〇
六
三

魯
8
5四
一
一
七

Ｓ
8
5二

匸
二
七

Ｓ
8
5二
七
二
二

魯
8
5二
七
二
〇

魯
8
5二
〇
六
七

酋
8
5四
五
二
二

S
8
5三
三
ニ

ー

酋
8
5一三

○
三

一－
8
5
三

一
九

八

魯
8
5
二

三

一
〇

酋
8
5
三

〇
六

三

雲
8
5
四

一

一
七

酋
8
5二

二
二
七

年
金
手
帳
を

た
い
せ
つ
に
／

年
金
手
帳
は
、
国
民
年
金
、
厚
生

年
金
共
通
の
手
帳
で
す
。
は
じ
め
て

国
民
年
金
又
は
厚
生
午
金
に
加
入
し

た
と
き
に
交
付
さ
れ
た
記
号
番
号
は

一
生
を
通
じ
変
わ
ら
な

い
も
の
で
す
。

手
恨
は
国
民
年
金
へ
の
加
入
の
記
録

等
を
管
理
す
る
た
め
の
も
の
で
す
か

ら
、
た
い
せ
つ
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

次
の
よ
う
な
と
き
に
は
届
け
を
し

て
く
だ
さ
い
．

○
年
金
手
椴
を
二
通
以
上
も

り
て
い

る
場
合

〇
年
金
手
帳
を
な
く
し
た
と
き

〇
氏
名
か
変
わ
っ
た
と
き

詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
年
金
係

（
魯
八
五
－

二
一
一
一
、
内
線

匸
二

五
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

昭

和

六

十

四

年

度

町
奨
学
生
を

募
集

当
町
で
は
、
故
山
田
畏
一
氏
が
町

出
身
者
の
育
英
・
奨
学
の
た
め
に
寄

付
さ
れ
た
財
産
な
ど
を
も
と
に
、
奨

学
資
金
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

六
十
四
年
度
も
、
次
の
薺
領
で
奨

学
生
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
希
望
の

方
は
町
敏
育
委
員
会
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
中
学
三
年
生
で
希
望

す
る
方
は
県
北
中
学
校
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
・

◆
修
学
資
金
（
毎
月
）

○
募
集
人
員

〇
貨
与
金
額

若
干
名

高
校
八
千
円
以
内

高
専
一
万
円
以
内

大
学
一
万
五
千
円
以
内

◆
入
学
支
度
資
金
（
入
学
時
に
貸
与
、

修
学
期
間
内
に
返
還
）

〇
募
蔔
人
目

○
輿
与
金
額

若
干
名

商
校
十
万
円
以
内

高
専
十
万
円
以
内

大
学
二
十
万
円
以
内

◆
申
し
込
み
期
間

昭
和
6
4年
１
月
５
卩
か
ら
１
月
2
3

日
ま
で

◆
申
し
込
み
鳩
所

国
見
町
教
育
委
員
会

※
国
、
県
や
他
の
団
体
か
ら
同
砥
の

奨
学
資
金
の
貸
し
付
け
。
ま
た
は
給

与
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
が
前
提
と

な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
町
教
育
委
員
会
【
酋
八

五
－

二
一
一
一
。
内
線
二

】
一
）
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

藤
田
保
育
所
の

入
所
児
童
を
募
集

藤
田
保
育
所
で
は
、
昭
和
六
十
四

年
度
の
新
入
所
児
童
を
次
の
と
お
り

募
集
い
た
し
ま
す
。

◇
受
付
期
間
及
び
時
間

昭
和
6
4年
１
月
ｓ

日
～
１
月
3
1日

午
前
８
時
3
0分
か
ら
午
後
５
時
ま

で
。
｛
2
8日
出
は
午
前
中
の
み
。
2
9

日
向
は
除
き
ま
す
。
｝

◇
受
付
場
所

国
見
町
役
場

住
民
課
福
祉
係

◇
対
象
年
齢

１
歳
か
ら
未
就
学
児
｛
昭
和
6
4年

４
月
―
卩
現
在
｝

◇
募
集
定
員

一
〇
〇
名

◇
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

印
鑑
・

会
社
員
な
ど
の
給
与
所
綿

者
の
場
合
は
、
昭
和
6
3年
分
の
源

泉
徴
収
票
。
（
児
童
の
両
親
。
同

居
し
て
い
る
祖
父
母
全
員
の
も
の
）

※
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
福
祉
係

（
酋
八
五
―
ニ

ー

て

内
線

匸
二

四
）
か
、
藤
田
保
育
所
（
Ｓ
八
五
一

二
三
七
四
）
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

昭
和
六
十
四
年
度

幼
稚
園
児
を

募
集

町
教
育
委
員
会
で
は
。
就
学
一
年

前
の
幼
児
を
対
象
と
し
て
幼
稚
園
児

を
募
集

い
た
し
ま
す
。

入
園
希
望
者
は
、
次
の
饗
領
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
期
間
及
び
時
間

昭
和
6
4年
１
月
1
0日
叫
、
1
1日
伽

午
後
１
時
か
ら
４
時
3
0分
ま
で

◆
申
し
込
み
場
所

藤
田
幼
稚
園
、
森
江
野
幼
稚
園

（
申
し
込
み
用
紙
な
ど
は
各
幼
稚

園
に
あ
り
ま
す
）

※
詳
し
く
は
『
か
い
ら
ん
』
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

今

月

の

納

税

十
二
月
は
、
町
県
民
税
・
国
民
健

康
保
険
脱
（
第
四
期
）
の
納
税
の
月

で
す
。

お
忘
れ
な
く
、
納
期
内
（
十
二
月

二
十
六
日
ま
で
）
に
、
今
年
の
町
税

を
完
納
。し
ま
し
ょ
う
。



ル

ー

ル

を

守

っ

て

楽

し

い

狩

猟

1
1
月
1
5
日
～
２
月
1
5
日

（

ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
、
待
望
の
狩

猟
か
1
1月
1
5日
解
禁
と
な
り
ま
し
た
．

県
内
で
は
、
昨
年
の
狩
猟
期
間
中
、

狩
猟
に
と
も
な
う
猟
銃
に
よ
る
事
故

の
兇
生
は
、
一
件
の
み
で
一
名
が
軽

い
け
が
を
負
い
ま
し
た
．

し
か
し
、
数
年
前
に
は
猟
銃
の
誤

射
、
暴
発
に
よ
り
死
者
か
出
る
な
ど

狩
猟
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
守
ら
な

か

う
た
た
め
に
不
幸
な
事
故
か
発
生

し
て
い
ま
す
・

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
事
故

の
な
い
楽
し
い
狩
猟
を
し
ま
し
ょ
う
．

◆
狩
猟
を
す
る
と
き
は

○
発
射
の
際
は
、
必
ず
前
方
（
矢
先
）

の
安
全
を
確
認
し
、
安
全
が
確
認

で
き
な
い
時
は
発
射
し
な
い
．

０
水
平
撃
ち
を
し
な
い
．
ま
た
竹
林

な
ど
跳
弾
の
お
そ
れ
の
あ
る
楊
所

で
は
発
射
し
な
い
．

○
人
家
や
人
の
気
配
が
す
る
方
向
に

は
、
絶
対
銃
口
を
向
け
な
い
．

○
実
包
は
、
発
射
の
直
前
ま
で
装
て

ん
し
な
い
．
ま
た
必
要
が
な
く
な

り
た
ら
直
ち
に
脱
包
す
る
．

０
歩
行
．
休
憩
時
に
は
銃
を
折

う
て

お
く
か
．
遊
底
を
引
い
て
機
闘
部

を
閧
放
し
て
お
く
．

ゆ
く
年
く
る
年

笑
顔
で
防
犯

例
年
、
年
の
瀬
は
何
か
と
あ
わ
た

だ
し
い
う
え
、
経
済
活
助
が
一
段
と

活
発
に
な
る
た
め
、
ち
ょ
っ
と
し
た

心
の
ス
キ
に
金
融
機
関
弛
盗
や
、
あ

き
巣
．
ひ
っ
た
く
り
．
ス
リ
な
ど
の

犯
罪
か
多
発
し
ま
す
．

警
察
で
は
、
こ
の
よ
う
な
事
件
、

事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
、
年
末
か

ら
年
始
に
か
け
て
「
特
別
警
戒
」
を

行
い
ま
す
．

皆
さ
ん
も
防
犯
に
気
を
配
り
、
明

る
い
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
．

《

雑
踏
事
故
に
あ
わ
な
い
た
め
に
）

県
内
の
神
杜
、
仏
閣
で
初
詣
に
よ

る
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
行
事
へ

の
参
加
者
は
、
警
察
官
の
誘
導
に
従

い
、
雑
踏
事
故
に
巻
込
ま
れ
な
い
よ

う
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

Ｏ
初
衡
は
混
雑
す
る
時
間
帯
を
避
け
．

た
と
え
混
雑
す
る
場
面
に
出
く
わ

し
て
も
、
押
し
た
り
、
列
に
割
り

込
ん
だ
り
し
な
い
で
秩
序
正
し
く

行
動
し
ま
し
ょ
う
．

０
老
人
や
子
ど
も
連
れ
は
、
で
き
る

だ
け
空
い
て
い
る
時
間
帯
に
出
か

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
．

《
戸
締
り
は
し
っ
か
り
と
》

○
外
山
す
る
時
は
、
わ
ず
か
な
時
間

で
も
、
必
ず
カ
ギ
を
掛
け
ま
し
ょ

○
隣
近
所
に
一
声
か
け
て
、
留
守
を

頼
ん
で
川
か
け
ま
し
ょ
う
．

「

初

も
う
で

福
ま
さ
る
号
」
を
運
転

～

大
晦

日

か
ら
元

朝
～

Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、
大
晦
口
か
ら

元
朝
に
か
け
て
、
初
も
う
で
に
便
利

な
『
福
ま
さ
る
号
』
を
臨
時
運
転
し

ま
す
．
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
．

◆ 上り（藤田駅始発）

藤田23:354 福鳥23: 53 (％)

藤田I:27 ゆ福鳥1:45  (

藤田3:34 ゆ福鳥3:52  ( 幻

◆ 下り（藤山駅終着）

福島1:03 φ藤田ｌ：２２(Ｘ)

福鳥3:10 ゆ藤田3:29( Ｘ)

戸 籍 の 窓 口
111 月受 付 分）

出生おめでとうございます
子 の 名 保 頗 者　 郎 落

僭太郎(L4 たろう)佐丿 誠 治 第　 町
紗 織(さ お り)松田 充弘 大 木 戸
奈綿美(な お み)中野 正廣 滝　 山
カ　ナ　　　　 仲野 勝夫 泉 田 上
克 臣(かつしげ)宍戸 仁志 銚　 七

悠 幢(ゆうすけ)藤伸 弘飜 禪木山東
博 娩(ひ ろ き)古山 和敏 幃　 谷
豪淳美(な つ み)鑛邉 好美 禪搴山東
溂{ う 廴お}篠木 達也 泉 田 中

結婚おめでとうございます
氏　　 名

薀 田 英 右
齊 藤 幽　子
小 池 克 則
渡 辺 裕 子
悛 謬 照 男
木 村 裕 子
阿 部 良 次
阿 部 文 子
菊 地 政 治
門 馬　ちとせ
古 田 英 夫
鈴 木 聡 子
村 上 喜久夫
高 檎 美 喜
鈴 木 弘 之

暮 田 加良子
千 葉 義 幸
佐久間 弘 美

郎 落
駅　 的
宮 敏 県
第　 三
福 島 市
滝　 山
伊 姐 町
大 木 戸
大　 坂
石母田東
鹿 鳥 町
山 崎 館
福 鳥 市
山崎小舘

川 俣 町
川　 内
嬢 川 町
叢 山 町
第　 二

おくやみ申し上げます
氏　　 名　　　年齢　　 郎 落

佐久閲　ヨ　シ　　?4　　 梢 十 二
齋 謬 キョシ　　90　　 ＊　 町
安 藤 末 吉　　92　　 賄　 田
佐 野 久 吉　　92　　 光 明 寺
松 禰　カ　ヤ　　66　　 旃　 三
佐 藤 七　ッ　　49　　 石毋田表
薀 ・ 欽 一　　･?8　　 篇　 九
古 田 忠 古　　82　　 山 崎 舘
斎 藤 窗　兇　　63　　 荊　 一

人 口 と 世 帯
12月１日現在(前月比)11月中のうごき

人
口

・5.7 人(  十 2 )

一女6 人(  十 3 )

一計12,0a7 人 （←F5 ）

世帯数2  , 9 戸 Ｇ Ｉ）

転　入20 人‘

転 出　15人

出　生　 ９人

死　 亡　9 人

心配ごと相談日
鳩 所 ： 役鳩 二 階 相談 童 ｛瘋●入口からお入り下さい｝

時 間 ： ９時 ～12 時

こまったことや、相談ごとがありましたら。

お気‘軽にご相談下さい。秘密は絶吋に守ります。
〔相 談 員〕

12月 日 ( 土）鈴木 正雄・牧野 容子

１月14  日 (土）斎藤 光夫・簗瀬 貞子

※１月５日は休ませていただきます。

12月 節走（しわす）

22日（木）冬 至　 ，・

24日（土Ｈ 中ヽ学校２学期終業式

日  ) ク自lスマ ス

日 ( 水 ) 官庁仕事納め

31 日 (土）年輦し_一大はい
Ｊ

１月 鼈月（むっき）

l il ｛剛 无 旦

２ｎ（月）初黹・初夢

5 日 休 ｰ 小 寒　 ，

７Ｈ 土）七 草　i

日 ｲ 町 成人のlj
.●~j=-XI... ＿



公
民
館
だ
よ
り

国 見 町 公 民 館

08 5 ｰ 2 6 7 6

（有)  4  ｰ  5  6

〃
盛
大
に
文
化
祭
を開

催
”

第
十
八
回
国
見
町
文
化
祭
は
、
町

文
化
団
体
連
絡
協
議
会
（
秦
三
郎
会

長
）
と
文
化
祭
実
行
委
員
会
か
主
催

し
．
町
と
町
教
育
委
貝
会
、
公
民
館

の
後
級
で
十
一
月
三
日
か
ら
二
十
三

日
ま
で
、
町
公
民
館
と
町
民
体
育
館

を
会
場
に
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
．十

一
月
三
日
か
ら
六
日
ま
で
の
四

日
間
開
催
さ
れ
た
総
合
展
示
会
で
は
、

各
文
化
団
体
と
児
童
生
徒
の
力
作
か

勢
ぞ
ろ
い
し
、
防
れ
た
大
勢
の
町
民

た
ち
は
立
ち
ど
ま
り
な
が
ら
熱
心
に

観
賞
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
同
時
に

開
催
さ
れ
た
公
開
無
線
交
信
や
茶
席

な
ど
各
種
の
催
し
も
盛
況
で
し
た
。

二
十
日
午
加
中
に
は
、
音
楽
発
表

会
か
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
北
中
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
の
華
や
か
な
演
奏
で
開

幕
し
。
コ
ー
ラ
ス

ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

に
続
い
て
、
今
年
初
め
て
参
加
の
明

日
葉
の
会
に
よ
る
美
し

い
琴

〔
爭
〕、

の
曹
色
か
会
場
に
広
が
り
ま
し
た
．

午
後
か
ら
は
、
芸
能
発
表
会
第
一

郎
が
開
催
さ
れ
．
人
勢
の
町
民
が
詰

め
か
け
た
会
場
で
は
．
各
団
体
発
表

考
の
熟
演
に
盛
大
な
拍
手
か
送
ら
れ

ま
し
た
．

ま
た
．
こ
の
夜
開
催
さ
れ
た
ダ
ン

ス
パ
ー
テ
ィ
ー
に
も
愛
好
者
か
た
く

さ
ん
参
加
し
、
秋
の
夕
べ
を
社
交
ダ

ン
ス
で
楽
し
み
ま
し
た
．

二
十
三
日
に
は
、
今
年
の
文
化
祭

を
し
め
く
く
る
芸
能
発
表
会
第
二
部

が
開
催
さ
れ
、
会
場
い
っ
ぱ
い
の
聴

衆
の
前
で
各
団
体
と
む
、
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
で
き
た
よ

う
で
す
．

近
年
文
化
活
動
に
対
す
る
関
心
か

商
ま
る
中
で
、
町
の
文
化
を
集
大
成

す
る
こ
の
文
化
祭
も
、
ま
す
ま
す
充

実
、
発
腿
し
て
き
て
い
ま
す
．

来
年
は
．
文
治
五
年
奥
州
合
戦
か
ら

八
〇
〇
年
、
そ
し
て
芭
蕉
の
奥
の
細

道
か
ら
三
〇
〇
年
を
迎
え
ま
す
か
、

文
連
と
し
て
も
こ
れ
を
記
念
す
る
事

業
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

Ａ総合展示会風景

Ａ日頃の練習の成果を発揮（音楽発猥会）

Ａ芸能発表会

成
人
学
級
で

「
川
柳
」
を
学
習

成
人
学
級
で
は
、
年
間
計
画
に
基

づ
き
、
去
る
十
一
月
九
日
伽
、
講
師

に
保
原
町
の
川
柳
詠
杜

嶇
一
日
坊
主
」

を
主
宰
し
、
福
島
民
友
新
聞
杜
「
世

柵
川
柳
」
の
選
者
で
も
あ
る
佐
藤
良

子
先
生
を
お
迎
え
し
、「
川
柳
入
円
」

に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

初
め
に
、
佐
藤
先
生
よ
り
、
川
柳

と
は
何
か
、
更
に
川
柳
の
生
い
立
ち

か
ら
現
在
に
至
る
流
れ
、
古
川
柳
、

時
事
川
柳
な
ど
に
つ
い
て
実
例
を
も

と
に
し
て
の
お
話
を
興
味
深
く
お
聞

き
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、『
友
』
と
い
う
席
題
を
写

え
ら
れ
、
各
自
と
ま
ど
い
な
が
ら
も

罟
心
し
て
川
柳
を
作
り
、
先
生
か
ら

ひ
と
り
ひ
と
り
の
作
品
か
読
み
上
げ

ら
れ
、
指
導
を
い
た
だ
き
、
初
心
者

と
は
思
わ
れ
な
い
す
ば
ら
し
い
力
作

に
感
心
し
な
が
ら
鑑
賞
し
合

い
ま
し

た
。そ

し
て
、
こ
の
学
習
を
機
会
に
、

川
柳
に
つ
い
て

い
く
ら
か
で
も
理
解

と
関
心
か
深
ま
一つ
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
た
い
と
の
お
話
を
脚
に
刻
み
な

か
ら
、
乍
習
を
終
え
ま
し
た
。

▲ ’川 柳j につい て学 習 （成人半 級）

募
　
集

◆

親
子
ス
キ
ー
教
室

○
期

日

○
時

間

○
増

所

Ｃ
参
加
料

Ｃ
定

員

Ｃ
参
加
資
格

一
月
二
十
九
日
（
日

）

午
前
八
時
出
発

二
本
松
塩
沢
ス
キ
ー
増

一
人
　

ぺ

五
〇
〇
円

偶
害
保
険
料
を
含
む

七
〇
名

原
則
と
し
て
親
子

へ
四

年

生

以

上

）

※
参
加
申
し
込
み
は
。
参
加
料
を
添

え
て
直
接
公
民
館
へ
。
定
員
に
な
り

次
第
締
切
り
ま
す
の
で

。
お
平
め
に

ど
う
ぞ
。

年
末
年
始
の

休
館
の
お
知
ら
せ

十
二
月
二
十
八
日
團
よ
り
一
月
三

日
図
ま
で
、
休
館
日
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
一
月
四
日
…哨
は
各
施
設
と
も

点
検
整
備
の
た
め
休
ま
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。



好
評
だ
っ
た

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
講
習
会

去
る
十
二
月
三
日
（
上
）
午
後
六

時
か
ら
、
公
民
館
に
於
て
女
性
を
対

象
と
し
た
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
．
福
島
伯
養
軒
に
講
師
を

お
願

い
し
、
三
十
六
名
の
参
加
者
か

あ
り
ま
し
た
．

参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
何
回
日
か
だ

り
た
の
で
す
か
、
そ
れ
で
も
最
初
は

緊
張
し
て

い
た
よ
う
で
す
．
椅
子
の

か
け
方
、
ナ
プ
キ
ン
の
使
い
方
か
ら

は
じ
ま
っ
て
、
ナ
イ
フ
と
フ
ォ
ー
ク

は
外
側
か
ら
．
ス
ー
プ
は
向
こ
う
側

に
す
く
っ
て
飲
む
と
い
う
基
本
的
な

こ
と
か
ら
講
義
を
受
け
ま
し
た
．

オ
ー
ド
ブ
ル
盛
合
わ
せ
か
ら
最
後

の
コ
ー
ヒ
ー
ま
で
、
進
む
う
ち
に
緊

張
感
も
ほ
ぐ
れ
、
和
気
あ
い
あ
い
の

う
ち
に
楽
し
く
食
恥
か
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
メ
ー
ン
は
サ
ー
ロ
イ
ン
ス
テ

ー
キ
で
、
参
加
者
全
員
に
人
へ
ん
好

評
を
律
ま
し
た
’

講
堂
の
後
ろ
に
飾
っ
た
ク
リ
ス
マ

ス
ツ
リ
ー
も
よ
く
映
え
、
お
い
し
い

食
事
も
よ
り
美
味
で
し
た
。

少
年
仲
間
づ
く
り
教
室

”
国

見

の
民
話

と

竹
ト

ン

ボ
づ

く
り

″

十
一
月
二
十
七
日
午
的
九
時
か
ら

町
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
『

教
室
生
£

十
名
か
参
加
し
て
、
国
見
の
民
話
と

竹
ト
ン
ボ
づ
く
り
を
し
ま
し
た
。
民

話
の
講
師
に
は
、
国
見
民
話
の
会
会

員
の
内
池
和
子
さ
ん
の
民
話
で
、
内

容
は
、
「
お
し
の
さ
ん
」
の
伝
説
の

ほ
か
に
数
話
、
ま
た
、
手
づ
く
り
の

紙
し
ば
い
「
滝
川
の
伝
脱
一
を
楽
し

く
見
、
聞
き
、
教
室
生
は
、
地
元
の

伝
説
を
知
っ
て
人
変
興
味
深
げ
で
し

た
．
そ
れ
か
ら
竹
ト
ン
ボ
づ
く
り
に

挑
職
し
ま
し
た
’‘

講
師
に
は
、
サ
ー

ク
ル
ぱ
け
っ
と
会
員
生
の
獅
岬
の
し

と
．
小
刀
で
．
指
を
切
っ
た
り
．
キ

リ
で
、
指
を
刺
し
た
り
の
悪
戦
苦
闘

の
末
、
最
後
に
は
、
全
員
、
す
ば
ら

し
く
高
く
牋
ぶ
、
竹
ト
ン
ボ
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
．

▲緊張しながらのテーブルマナー

▲竹トンボ作りに接戦

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

研
修
終
る

十
一
１１月

三
日

出
、
本
年

度

最
後
の

研

修
会

が
開
催
さ

れ
ま
し

た

。
閉
講

式
で

は
公

民
館
長

が

「
地
城

の
中
の

中

学
生
」

に
つ

い
て
話
さ

れ
、

研
修

生
は

熱
心

に
聞

い
て

い
ま

し

た
。
ひ

き
つ

づ
き

、
来
年

の
研
修

に
つ

い
て

話
し
合

い
を

し
ま
し

た
。

そ

の
後

、
町
内

一
円
の

オ
リ

エ
ン

テ

ー
リ
ン

グ
大
会
を

行

い
、

ベ
ア

を

組

ん
で

二
十

】
ケ
所

に
セ

ッ
ト
さ

れ

た
チ

ェ
ッ
ク

ポ
イ

ン
ト

を
地

図
を

た

よ

り

に
走

り
周

わ
り
ま

し

た
。

天
候

に
も
忠

ま
れ

、
規
定

さ
れ

た
6
0

分
内

に
は

全
員

ゴ
ー
ル
す

る
こ

と

か
で
き

、
参
加

者
は
鰻

後
の
研

修
を

思

う
存

分
楽
し

み
な
か

ら
、

来
年
度

に
闘
催

さ
れ
る
研

修

に
意
欲

を
然
や

し

て

い
ま

し

た
。

書き初め

年
貿
状
は
筆
ベ
ン
や
ワ
ー
ブ
ロ

で
す
ま
し
た
人
も
、
書
き
初
め
は

や
っ
ぱ
り
毛
筆
で
と
い
う
人
が
多

い
よ
う
で
す
。
書
き
初
め
を
書
く

の
は
主
に
学
童
で
す
が
、
最
近
は

趣
味
と
し
て
の
書
遭
が
盛
ん
に
な

り
、
書
き
初
め
を
す
る
人

が
増
え
て
い
ま
す
。

書
き
初
め
は
、
吉
書
、

試
筆
、
筆
始
め
な
ど
と
も

い
っ
て
、
正
月
の
二
日
に
、

新
し
い
筆
や
墨
を
使
っ
て
、

め
で
た
い
字
句
を
Ｉ
く
の

が
一
般
的
で
す
。
最
近
は
、

自
分
の
人
生
観
や
モ
ッ
ト

ー
を
書
く
こ
と
も
多
く
な

り
ま
し
た
。

書
き
初
め
は
、
銀
倉
時
代
か
ら

年
中
儀
礼
の
ひ
と
つ
と
し
て
行
わ

れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
寺
小
屋

教
育
の
普
及
と
と
も
に
盛
ん
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
江
戸
の
文
人
た

ち
の
間
で
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

書
き
初
め
の
作
品
は
、
左
義
長

（
主
に
一
月
十
四
日
ま
た
は
十
五

日

）
の
時
に
門
松
と
と
も
に
焼
き
、

そ
の
燃
え
が
ら
が
高
く
上
が
る
と

一

が
上
手
に
な
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
か
ら
、
新
年
の
占
い
の

一
種
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。

書
き
初
め
の
ほ
か
に
、

昔
は
続
み
初
め
と
い
う
の

も
あ
り
ま
し
た
し
、
芸
事

で
は
、
弾
き
初
め
、
謡
い

初
め
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
に
は
買
い
初
め

に
塩
、
は
ま
ぐ
り
、
な
ま

こ
を
賈
う
と
い
う
風
習
も

あ
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
一
月
二
十
六
日
は

『
文
化
財
防
火
デ
ー

』
で
す
。
こ

の
日
は
、
昭
和
二
十
四
年
に
法
隆

寺
金
堂
の
壁
画
が
焼
損
し
た
日
に

あ
た
り
ま
す
。。
こ
の
日
を
中
心
に

文
化
財
の
消
防
・
防
災
設
備
な
ど

の
点
検
整
備
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
、

わ
た
し
た
ち
も
文
化
財
を
拝
観
す

る
と
き
な
ど
は
、
防
火
に
注
意
し

た
い
も
の
で
す
。

峯
左
義
長
…
…
正
月

に
行

わ
れ
る
火
葉
の
行
事
．

お
盆

と
と
む

に
．
火
祭
に
よ
っ
て
荒
ぷ
る
精
窟
を
追
い
払
う
行
事
．



一
足
早
く

も
ち
つ
き
を
楽
し
む

十
二
月
二
日
、
藤
田
保
育
所
の
子

ど
も
た
ち
か
・
一
足
早
い
モ
チ
つ
き
を

楽
し
み
ま
し
た
。

所
庭
に
準
備
さ
れ
た
千
本
杵
と
臼

で
、
全
員
か
代
わ
る
代
わ
る
挑
戦
し

ま
し
た
が
、
凪
９
つ
よ
う
に
い
か
ず
先

生
の
手
を
借
り
て
よ
う
や
く
っ
き
あ

が
り
、
早
速
、
あ
ん
こ
モ
チ
や
の
り

モ
チ
に
し
て
、
全
貝
で
楽
し
く
会
食

し
ま
し
た
。

▲千本柞でもちつきを楽しむ子どもたち

母
子
衛
生
事
業
功
労
者
に

安
藤
ト
ヨ
さ
ん

第
十
七
回
福
島
県
保
他
術
生
総
合

大
会
が
、
十
一
月
十
六
卩
、
福
島
市

の
県
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
．

安
藤
ト
ヨ
さ
ん
（
前
田
）
か
母
子
衛

生
事
業
功
労
者
の
表
彰
を
受
け
ま
し

べ
安
鱗
さ
ん
は
二
十
四
嶇
に
わ
た
り
．

町
母
子
保
健
推
進
員
と
し
て
地
域
の

母
子
衛
生
事
業
向
上
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
っ
た
も
の

で
す
．

▲表彫状を手に喜ぴの安藤トヨさん

大
木
戸
小
学
校
で

焼
き
い
も
会

曇
り
空
で
肌
寒
か

ぺ
だ
卜
‐‐
川
こ

十
五
日
、
人
木
．尸
小
乍
校
で
児
童
会

（
遠
藤
美
津
子
会
長
）
か
中
心
と
な

つ
て
恒
例
の
「
焼
き

い
も
会
」
を
行

い
ま
し
た
。

今
年
六
月
初
句
に
、
広
き
約
一
ア

ー
ル
の
学
校
の
畑
に
児
童
全
員
か
一

人
一
。本
づ
っ
の
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
を

植
え
、
草
む
し
り
な
ど
を
し
て
、
卜

月
末
の
収
種
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い

ま
し
た
。。

二
十
五
日
は
、
児
童
が
持
ち
寄
［

た
た
き
木
に
火
を
つ
け
、
ア
ル
ミ
フ

″
‘イ
ル
に
包
ん
だ
サ
ツ
マ
イ
モ
を
入

れ
、
約
一
時
問
で
お
い
し
い
焼
き

い

も
の
で
き
あ
か
り
。
な
か
に
は
、
焼

き
過
ぎ
て
炭
の
よ
う
に
な
り
食
べ
ら

れ
な
い
も
の
も
あ
り
ま
し
た
か
、
さ

っ
そ
く
各
教
室
で
焼
き
い
も
を
ほ
お

ば
り
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
手
で
苗
を
峨
え
、
予

入
れ
を
し
。
収
穫
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ

の
味
は
格
別
で
、
み
ん
な
お
い
し
そ

う
に
食
べ
て

い
ま
し
た
。

Ａ焼きあがったぱかりのいもに児童たちは大喜ぴ

国
民
年
金
優
良
町
と
し
て

社
会
保
険
庁
長
官
表
彰

毎
年
十
一
月
は
国
民
年
企
制
度
推

進
川
間
で
す
。
そ
の
行
本
の
一
環
と

し
て
、
去
る
十
一
月
十
一
口
、
柵
鳥

市
の
杉
妻
会
館
で
社
会
保
険
庁
艮
官

表
彰
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

席
上
、
国
民
年
金
事
業
実
繍
の
優

良
町
と
し
て
国
見
町
を
は
じ
め
、
県

内
で
一
二
町
村
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

租
税
教
室
が開

か
れ
る

去

る
十
一
月

ニ
ト

ロ
の
午

後
、

町

公
民

館
に

お

い
て

、
町
納
税

貯
蓄

組

（

口
連
合

会

主
催

に
よ

る
阻

腕
教
室

が

闘
か

れ
ま
し

た

。

納

税
縞
合

長

な
ど
約

円
十
名

か
川

席

”
身
近
か
な
税
の
あ
ら
ま
し
”
に

つ
い
て
、
税
務
署
・
県
脱
事
務
所
・

町
税
務
課
職
員
か
ら
説
明
を
う
け
。

皆
さ
ん
熱
心
に
勉
強
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
今
話
題
の
消
費
税
に
関
心

か
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、

】
段
と
「
税
」

に
対
す
る
理
解
か
深
ま
り
。
盛
会
の

う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

▲熱心に以義を聴く参加者の皆さん

編
集
日
記

〇
み
ぞ
れ
の
降
る
元
旦
の
朝
六
時
一

分
の
電
車
に
乗
り
、
普
通
列
市
を
乗

り
繕
い
で
青
森
へ
。
予
定
よ
り
三
〇

分
担
遅
れ
て
夜
六
時
頃
青
森
駅
着
。

途
中
。
駅
の
立
ち
そ
ぱ
を
四
杯
。
青

森
は
猛
吹
雪
。
こ
こ
ま
で
来
た
つ
い

で
に
連
絡
船
に
乗
り
函
館
へ
渡
る
こ

と
に
決
定
。
函
館
は
快
晴
。
夜
景
を

見
て
、
帰
り
も
ま
た
連
絡
船
・
普
通

列
恥
に
乗

。
て
我
が
家
へ
。
車
中
で

は
疲
れ
て
た
だ
た
だ
眠
る
ば
か
り
…

友
人
と
二
人
で
過
ご
し
た
、
な
つ
か

し
い
去
年
の
正
川
で
し
た
。

〇
師
走
に
入
り
、
街
で
は
ジ
ン
グ
ル

ベ
ル
が
鳴
り
響
き
、
今
年
も
残
す
と

こ
ろ
あ
と
わ
ず
か
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
ソ
ウ
ル
五
輪
の
開
催
や
。
異

附
気
象
の
彫
響
で
農
作
物
が
軒
並
み

被
害
を
受
け
る
な
ど
明
る
い
二
”
１

ス
や
略
い
二
「｛
１
ス
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
か
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

年
末
年
始
に
か
け
て
忙
し
い
日
か
続

き
ま
す
。
皆
さ
ん
、
健
康
で
良

い
お

正
月
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。
（
Ｋ

）

黛
叮
・
叫
集

崎
Ｕ
’町

企
両
・
″

呱
鳥
貼
伊
達
郡
川
兄
町
大
字
藤
Ⅲ
字

．
ず
Ⅲ
二
２
の
Ｉ

一
九
六
尾
－

．
匕

’

酋

ニ
ソ
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．
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